
南
越
前
町
の
活
断
層
（三）

Ｃ 

地
震
の
原
因

　

世
界
の
地
震
の
10
％
が
日
本
で

起
こ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
関
西

を
含
め
た
中
部
地
区
だ
が
、
地
震

の
原
因
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
る
。

１ 

プ
レ
ー
ト
境
界
地
震

　

地
球
内
部
に
は
マ
ン
ト
ル
と
い

う
半
固
体
状―

場
所
に
よ
っ
て
は

中
心
部
の
熱
に
よ
っ
て
ゼ
リ
ー
状

の
流
体
と
な
る―

が
あ
り
、
ゆ
る

や
か
な
対
流
運
動
を
し
て
い
る
。

こ
の
動
く
マ
ン
ト
ル
の
上
に
、
大

地
（
大
陸
地
殻
）
を
乗
せ
た
プ
レ
ー

ト（
地
球
に
十
数
枚
あ
り
）が
あ
る
。

従
っ
て
私
た
ち
の
住
む
大
地
は
、

マ
ン
ト
ル
や
プ
レ
ー
ト
の
上
に
浮

か
ん
で
移
動
し
て
い
る
舟
の
よ
う

な
も
の
。
そ
の
例
と
し
て
ア
フ
リ

カ
と
南
米
は
一
つ
の
大
陸
だ
っ
た

が
マ
ン
ト
ル
対
流
に
よ
る
プ
レ
ー

ト
の
動
き
で
東
西
に
分
か
れ
て
大

西
洋
を
作
っ
た
り
、
南
極
大
陸
に

あ
っ
た
イ
ン
ド
が
北
上
し
て
ア
ジ

ア
大
陸
に
衝
突
し
た
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
そ
し
て
日
本
列
島
周
辺
の

下
で
は
、
こ
の
大
地
を
動
か
す
プ

レ
ー
ト
が
四
枚
も
衝
突
し
て
〝
押

し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
〞
を
し
て
い

る
と
い
う
地
球
上
で
も
珍
し
い
地

域
で
あ
る
。（
下
図
参
照
）
す
な
わ

ち
、
海
の
プ
レ
ー
ト
で
あ
る
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
は
一
年
に
約
10
㎝
ず

つ
東
か
ら
西
に
動
き
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
は
一
年
に
約
４
㎝

ず
つ
南
東
か
ら
北
西
に
動
く
。
ま

た
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
で
あ
る
ユ
ー

ラ
シ
ア
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の

大
陸
）
プ
レ
ー
ト
は
一
年
に
約
１

㎝
西
か
ら
東
へ
動
き
、
北
米
プ
レ
ー

ト
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
が
北
東

か
ら
南
西
に
押
し
て
い
る
。
そ
し

て
重
い
二
つ
の
海
洋
性
プ
レ
ー
ト

は
、
軽
い
大
陸
性
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
む
の
で
深
い
海
溝
や
ト

ラ
フ
（
舟
底
型
深
海
底
）
を
つ
く

る
。
こ
の
海
の
プ
レ
ー
ト
が
沈
み

込
む
時
、
上
部
の
陸
の
プ
レ
ー
ト

の
端
を
引
き
ず
り
込
み
、
こ
の
変

形
が
限
界
に
な
る
と
折
れ
た
り
バ

ネ
の
力
で
一
気
に
上
に
戻
る
。
こ

れ
が
プ
レ
ー
ト
境
海
地
震
で
あ
り
、

東
南
海
地
震
（
昭
和
十
九
年
十
二

月
・
Ｍ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
７
・
９

死
者
九
百
九
十
八
人
）
や
北
海
道

南
西
沖
地
震
（
平
成
五
年
七
月
Ｍ

７
・
８
死
者
二
百
二
十
九
人
）
が
そ

の
例
で
あ
る
。
こ
の
地
震
の
特
徴

は
、
Ｍ
８
前
後
の
大
地
震
と
な
り

津
波
被
害
も
大
き
く
、
十
年
か
ら

百
年
位
の
周
期
で
起
き
る
。
し
か

し
、
震
源
か
ら
の
距
離
が
遠
い
場

合
が
多
く
、
本
震
到
着
ま
で
多
少

時
間
が
あ
る
の
で
、
今
年
の
十
月

一
日
か
ら
本
格
運
用
さ
れ
て
い
る

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
有
効
と
な
る

の
だ
ろ
う
。

２ 

断
層
地
震

日
本
列
島
は
二
つ
の
海
洋
性
プ

レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
る
圧
力

に
よ
っ
て
、
西
ま
た
は
北
西
に
大

き
な
力
で
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
特

に
私
た
ち
の
住
む
中
部
地
方
で

は
、
伊
豆
・
小
笠
原
火
山
列
島
を

乗
せ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
動
き
が
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
現
在
の
伊
豆
半
島

に
は
南
方
系
生
物
化
石
が
多
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
半
島
は
も
と
も
と

赤
道
近
く
に
あ
っ
た
島
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
て
北
上

し
（
4
㎝
／
年
）、
約
二
百
万
年

位
前
に
日
本
に
衝
突
し
た
。現
在
、

陸
地
の
抵
抗
を
受
け
な
が
ら
も
年

に
１
〜
２
㎝
の
速
さ
で
北
上
を
続

け
（
カ
ー
ナ
ビ
に
も
利
用
さ
れ
て

増
澤 

善
和

い
る
二
十
四
個
の
衛
星
か
ら
の
電

波
で
陸
地
の
動
き
を
測
定
）、
先

着
の
丹
沢
山
塊
や
箱
根
・
富
士
の

火
山
活
動
を
誘
発
さ
せ
、糸
魚
川
・

静
岡
構
造
線
の
東
側
の
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
帯
（
大
破
砕
帯
）
に
沿
っ

て
北
上
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
破
砕
帯
が
「
風
林
火
山
」
の
古

戦
場
と
な
っ
て
「
動
か
ざ
る
こ
と

山
の
如
し
」
と
云
う
が
、
皮
肉
に

も
こ
の
地
方
が
原
因
で
山
や
大
地

が
動
く
の
で
あ
る
。
伊
豆
半
島
と

同
じ
海
中
山
脈
上
に
あ
る
大
島
〜

八
丈
島
も
将
来
、
こ
の
半
島
に
衝

突
す
る
と
思
わ
れ
る
。
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
上
の
ハ
ワ
イ
諸
島
も
北
海

道
方
面
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
す

な
わ
ち
中
部
地
方
は
、
こ
の
伊
豆

半
島
北
上
の
動
き
と
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
の
西
進
の
動
き
に
よ
る
大

き
な
圧
力
を
東
側
か
ら
受
け
て
造

山
運
動
を
生
じ
、
南
北
に
走
る
北

ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
が
形
成

さ
れ
た
。
内
部
で
は
こ
の
圧
力
に

よ
る
変
形
が
限
界
に
達
し
て
多
く

の
断
層
運
動
を
起
こ
し
た
。
こ
れ

が
断
層
地
震
で
あ
り
、
福
井
地
震

（
昭
和
二
十
三
年
六
月
Ｍ
７
・
１
死

者
三
千
七
百
六
十
九
人
）・
兵
庫

県
南
部
地
震
（
平
成
七
年
一
月

Ｍ
７
・
２
死
者
六
千
三
百
九
十
六

人
）・
今
年
の
中
越
沖
地
震
（
平

成
十
九
年
七
月
十
六
日
Ｍ
６
・
８

全
壊
三
百
戸
、
柏
崎
原
発
被
害
）

な
ど
が
そ
の
例
で
、
特
徴
は
Ｍ
７

前
後
だ
が
内
陸
直
下
型
の
地
震
な

の
で
大
被
害
と
な
る
。
発
生
周
期

は
千
年
か
ら
三
千
年
以
上
と
長

く
、
震
源
ま
で
の
距
離
が
短
い
の

で
緊
急
地
震
速
報
の
効
果
は
少
な

い
。
ま
た
、
震
源
が
断
層
に
沿
っ

て
移
動
す
る
の
で
大
き
な
余
震
が

続
く
。（
中
越
沖
地
震
で
は
30
㎞

断
層
上
を
移
動
）

Ｄ 

活
断
層
の
功
罪

１ 

活
断
層
の
メ
リ
ッ
ト

ⓐ
活
断
層
を
利
用
し
た
歴
史
街
道

　

大
き
な
山
脈
が
活
断
層
の
動
き

に
よ
っ
て
水
平
に
ず
れ
を
生
じ
る

と
、
そ
の
部
分
の
高
度
が
低
く
な

り
峠
を
作
る
。
さ
ら
に
、
断
層
面

は
岩
同
士
が
こ
す
れ
あ
っ
て
も
ろ

く
な
る
の
で
雨
水
な
ど
の
浸
食
を

受
け
て
谷
川
と
な
る
。
ま
た
、
大

き
な
断
層
の
多
く
は
直
線
状
な
の

で
、
古
代
人
達
は
山
越
え
し
や
す

い
近
道
と
し
て
飲
み
水
も
あ
る
こ

の
峠
を
利
用
し
て
き
た
。
当
町
内

の
例
と
し
て
、
両
木
ノ
芽
川
に
沿

う
木
ノ
芽
断
層
を
利
用
し
た
北
陸

官
道
（
木
ノ
芽
峠
越
）、
余
呉
川
・

孫
谷
川
上
流
に
沿
う
栃
ノ
木
断
層

を
利
用
し
た
北
国
街
道
（
栃
ノ
木

峠
越
）、
瀬
戸
の
高
倉
谷
川
に
沿
う

田
倉
谷
断
層
の
副
断
層
を
利
用
し

た
美
濃
徳
山
道
（
高
倉
峠
越
）
な

ど
で
あ
る
。
風
林
火
山
の
武
田
信

玄
が
北
上
し
た
断
層
道
は
、
甲
府
・

諏
訪
断
層
群
↓
松
本
東
断
層
↓
善

光
寺
断
層
・
川
中
島
と
な
る
。

ⓑ
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源

　

断
層
活
動
は
大
地
の
圧
縮
力
に

よ
る
が
、
こ
の
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
大
き
く
な
る
と
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
化
し
地
下
水
温
度
を
上
昇
さ

せ
て
地
中
成
分
を
含
ん
だ
温
泉
と

な
る
。
当
町
内
の
例
と
し
て
、
甲

楽
城
断
層
下
の
「
河
野
シ
ー
サ
イ

ド
温
泉
ゆ
う
ば
え
、
柳
ヶ
瀬
断
層

下
（
板
取
）
の
「
今
庄
３
６
５

温
泉
や
す
ら
ぎ
」、
桝
谷
断
層
近

く
（
中
小
屋
）
の
「
花
は
す
温
泉

そ
ま
や
ま
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

泉
質
の
異
な
る
三
つ
の
温
泉
に
加

え
、
風
光
明
媚
な
河
野
断
層
崖
海

岸
、
歴
史
的
峠
道
と
宿
場
町
、
断

層
谷
川
を
せ
き
止
め
て
作
っ
た
広

野
ダ
ム
と
桝
谷
ダ
ム
な
ど
は
、
当

町
に
と
っ
て
は
貴
重
な
断
層
観
光

資
源
？
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

活
断
層
の
不
安

　

直
下
型
の
地
震
が
あ
れ
ば
ど
の

地
域
で
も
住
宅
・
人
命
や
電
気
・

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被

害
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

当
町
の
環
境
か
ら
他
の
地
域
と
違

う
不
安
材
料
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ⓐ
河
野
海
岸
断
層
崖
の
滑
落

大
谷
区
の
南
、
国
道
８
号
敦
賀

ト
ン
ネ
ル
付
近
が
、
奈
良
時
代
末

に
大
滑
落
し
、
泉
島
を
作
っ
た
と

う
。
滑
落
の
原
因
は
不
明
だ
が
、
流

罪
に
よ
り
紀
ノ
中
将
小
友
仲
朝
臣

が
平
安
時
代
の
仁
和
三
年
（
８
８
７

年
）
に
こ
の
島
に
住
ん
だ
と
の
記

録
（
大
塩
八
幡
宮
文
書
）
が
あ
る
。

そ
の
後
海
岸
の
沈
降
な
ど
で
泉
島

は
姿
を
消
し
た
。
現
在
も
敦
賀
ト

ン
ネ
ル
下
の
旧
８
号
敦
賀
街
道
の

舗
装
面
が
５
〜
15
㎝
沈
ん
で
、
無

数
の
亀
裂
を
生
じ
て
通
行
止
と
な

る
。
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
七
月

二
十
八
日
、
大
谷
で
お
き
た
地
滑

り
で
民
家
九
戸
、
社
一
棟
が
海
に

滑
落
（
死
者
四
十
二
名
）、
そ
の
土

砂
で
三
百
ｍ
四
方
の
新
島
を
作
る

が
、
そ
の
年
の
冬
に
は
消
滅
。
明

治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）
二

月
十
一
日
に
局
部
的
小
地
震
（
大

谷
地
震
）
が
あ
り
、
前
回
と
同
じ

部
分
が
滑
落
し
て
善
徳
寺
が
流
さ

れ
た
。
他
の
断
層
崖
集
落
で
も
時
々

落
石
が
あ
る
が
、
地
震
が
あ
れ
ば

大
滑
落
の
不
安
も
あ
る
。

ⓑ
ト
ン
ネ
ル
内
の
滑
断
層

　

当
町
は
交
通
要
所
な
の
で
ト
ン

ネ
ル
が
多
い
。
先
述
の
国
道
8
号

敦
賀
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
断
層

破
砕
帯
で
地
下
水
が
噴
出
し
た
り
、

路
床
が
10
㎝
沈
下
す
る
難
工
事
と

な
る
。
ま
た
、
板
取
の
下
で
も
Ｊ

Ｒ
北
陸
ト
ン
ネ
ル
と
柳
ヶ
瀬
断
層

が
交
差
し
、
電
車
通
過
時
に
地
震

が
あ
っ
た
ら
と
不
安
。
北
陸
自
動

車
道
の
敦
賀
ト
ン
ネ
ル
と
直
交
す

る
山
中
断
層
も
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
県
外
で
の
伊
豆
半
島

北
部
を
南
北
に
走
る
丹
那
断
層
（
熱

海
駅
西
５
㎞
）
と
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
延
べ
て
み
よ
う
。
昭
和
五
年
、

完
成
間
近
い
丹
那
ト
ン
ネ
ル
（
東
海

道
在
来
線
）
工
事
中
に
、
こ
の
断

層
に
よ
る
北
伊
豆
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）

が
発
生
し
、
杭
道
内
の
断
層
部
が

横
に
約
２
ｍ
ず
れ
た
が
、
ず
れ
は

そ
の
ま
ま
で
昭
和
九
年
に
完
成
し

た
。
こ
の
南
側
に
並
行
し
て
新
幹

線
用
新
丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
計
画
さ

れ
た
時
、
こ
の
丹
那
断
層
を
地
下

深
く
掘
っ
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
断
層
は
過
去
六
千

年
間
に
五
回
、
す
な
わ
ち
約
千
年

周
期
で
大
地
震
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
旧

丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
2
ｍ
横
ず
れ
し

た
昭
和
五
年
の
北
伊
豆
地
震
か
ら

千
年
、
少
な
く
と
も
五
百
年
は
大

地
震
が
な
い
だ
ろ
う
と
し
て
工
事

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
丹
那
断

層
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
周
辺
は

い
つ
動
く
か
わ
か
ら
な
い
断
層
が

無
数
に
存
在
し
、
伊
豆
半
島
を
一

年
に
2
㎝
押
す
力
も
加
わ
っ
て
い

る
。
私
も
新
幹
線
を
よ
く
利
用
す

る
が
、
小
田
原
〜
熱
海
間
大
小
十

個
、
熱
海
〜
三
島
間
新
丹
那
ト
ン
ネ

ル
を
含
め
て
七
個
の
ト
ン
ネ
ル
を

通
る
時
「
今
直
下
型
の
地
震
が
あ
っ

た
ら
」
と
怖
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
車
窓
か
ら
見
る
と
こ
の
地

域
は
新
興
住
宅
密
集
地
で
あ
る
こ

と
も
気
に
な
る
。
ト
ン
ネ
ル
付
近

で
直
下
型
断
層
地
震
が
起
き
な
い

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（ 

次
号
は
「
原
発
と
地
震
」「
当
町
断

層
地
震
の
過
去
と
未
来
」を
予
定
）


